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議案とその結果

９月定例会（９月４日～１９日）

企業会計決算を認定、
　条例の制定、補正予算を審議

　

九
月
定
例
会
は
、
九
月
四
日
よ
り
十
九
日
ま
で
の
十
六
日
間
を
会

期
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
平
成
十
八
年
度
企
業
会
計
決
算
の
認
定
や
、
郵
政
民
営

化
法
等
の
施
行
に
伴
っ
て
改
正
さ
れ
る
、
公
文
書
公
開
条
例
等
の
一

部
改
正
、
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
平

成
十
九
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
、
東
和
統
合
小
学
校
の
敷
地
造

成
工
事
請
負
契
約
の
変
更
な
ど
市
長
提
出
議
案
十
六
件
、
請
願
六
件
、

議
員
提
出
議
案
（
意
見
書
提
出
）
二
件
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、「
平
成
十
九
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
」
反
対
・
賛
成
各
々
の
討
論
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議
員
提
出
議
案
の

「
地
方
の
道
路
整
備
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
」
反
対
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
全
議
案
原
案
の
と
お
り
全
会
一

致
で
承
認
・
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

請
願
に
つ
い
て
は
二
件
が
取
り
下
げ
ら
れ
、
一
件
が
不
採
択
に
、

三
件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
最
終
日
に
、
石
平
財
産
区
及
び
針
道
財
産
区
の
管
理
委
員
選

任
の
同
意
に
つ
い
て
と
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
・
推
薦
し
ま
し
た
。

＝
決　

算
＝

○
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

企
業
会
計
に
係
る
決
算
で
議

会
の
認
定
に
付
す
る
も
の
で
す
。

◎
工
業
団
地
造
成
事
業

　

八
万
舘
工
業
団
地
及
び
永
田

六
丁
目
工
場
用
地
に
お
け
る
分

譲
活
動
を
推
進
し
た
結
果
、
平

成
十
三
年
に
進
出
し
た
企
業
と

の
契
約
時
の
取
り
決
め
に
よ
り
、

隣
接
地
の
土
地
売
買
契
約
を
締

結
し
ま
し
た
。

◎
宅
地
造
成
事
業

　

良
好
な
宅
地
の
供
給
を
目
指

し
ま
し
た
が
、
宅
地
の
需
要
に

変
動
が
な
く
予
算
の
執
行
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
水
道
事
業

　

年
度
末
の
給
水
件
数
は
、
前

年
同
時
期
と
比
較
し
て
百
四
十

二
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、

水
需
要
は
長
引
く
景
気
の
低
迷

等
で
減
少
と
な
り
、
年
間
有
収

水
量
は
、
全
体
で
前
年
度
対
比

３
・
２
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
の
収
支
に
つ
い
て
は
、

税
抜
き
で
三
千
五
百
九
十
五
万

七
千
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
支
出
と
し
て

は
、
上
水
道
第
六
次
拡
張
事
業
、

水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
、

そ
の
他
施
設
改
良
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

◎
下
水
道
事
業

　

流
域
関
連
公
共
下
水
道
で
、

供
用
開
始
面
積
が
三
百
四
十

九
・
三
�
と
な
り
、
全
体
計
画

面
積
七
百
八
�
に
対
し
て
整
備

率
は　

・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、

４９

年
度
末
に
お
け
る
接
続
件
数
は

二
千
八
百
九
十
六
件
、
水
洗
化

率
は　

・
５
％
で
す
。

５３

　

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

岳
処
理
区
で
は
、
供
用
開
始
面

積
が
三
十
四
�
、
接
続
件
数
六

十
二
件
、
水
洗
化
率　

・
５
％
、

２２

整
備
率　

・
１
％
で
す
。

９７

　

な
お
、
事
業
収
支
に
つ
い
て

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
に

よ
り
、
当
年
度
純
損
失
は
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
。

＝
条　

例
＝

○
公
文
書
公
開
条
例
等
の
一
部

改
正

　

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
国

に
属
し
て
い
た
郵
政
事
業
が
民

営
化
さ
れ
る
た
め
、
関
係
す
る

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

○
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

郵
便
貯
金
法
の
廃
止
及
び
証

券
取
引
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

条
文
の
整
理
を
行
う
も
の
。

○
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

信
託
法
、
証
券
取
引
法
及
び

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

○
市
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部

改
正

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
第
三
十
一
条
の
地
方
税
の

課
税
免
除
又
は
不
均
一
課
税
に

伴
う
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合

等
を
定
め
る
省
令
の
改
正
に
伴

い
、
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

の
適
用
期
限
を
二
年
間
延
長
し

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
と
す
る
こ
と
。
低
開
発
地

域
工
業
開
発
促
進
法
に
基
づ
く

特
別
償
却
制
度
の
適
用
期
限
が

終
了
し
、
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
が
非
該
当
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

○
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部

改
正

　

芳
池
一
団
地
八
戸
の
老
朽
住

宅
を
用
途
廃
止
す
る
も
の
。
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＝
補
正
予
算
＝

○
一
般
会
計

　

平
成
十
九
年
度
二
本
松
市
の

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

四
億
五
千
八
百
六
十
九
万
八
千

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は

二
百
五
十
二
億
二
百
七
十
二
万

七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

・
地
方
交
付
税
の
増
額

一
億
一
千
七
百
二
十
万
二
千
円

・
国
庫
支
出
金
の
増
額

一
億
一
千
五
百
九
十
八
万
三
千
円

・
繰
越
金
の
増
額

一
億
五
千
二
百
六
十
八
万
七
千
円

な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増

額　
　

一
億
二
千
七
百
万
円

・
介
護
給
付
事
業
費
な
ど
の
増

額　

六
百
四
十
五
万
二
千
円

・
児
童
扶
養
手
当
費
の
増
額

九
百
八
十
二
万
四
千
円

・
生
活
保
護
扶
助
費
の
増
額

八
百
八
十
七
万
六
千
円

・
給
水
装
置
布
設
工
事
費
助
成

事
業
費
な
ど
の
増
額

五
百
九
十
四
万
九
千
円

・
団
体
営
農
道
整
備
事
業
費
な

ど
の
増
額四

百
十
三
万
五
千
円

・
道
路
等
維
持
管
理
経
費
な
ど

の
増
額

二
千
七
百
六
十
九
万
五
千
円

・
公
共
下
水
道
事
業
繰
出
金
の

増
額

一
千
七
百
二
十
九
万
七
千
円

・
二
本
松
駅
前
広
場
整
備
事
業

費
の
増
額

一
億
八
千
六
百
六
十
一
万
六
千
円

・
体
育
施
設
管
理
運
営
経
費
の

増
額　
　

五
百
五
十
九
万
円

・
農
林
業
施
設
単
独
災
害
復
旧

事
業
費
の
増
額

六
百
五
十
七
万
円

・
土
木
施
設
単
独
災
害
復
旧
事

業
費
の
増
額

三
千
三
百
七
十
万
円

・
公
共
土
木
施
設
現
年
災
害
復

旧
事
業
費
の
増
額

二
千
百
九
十
四
万
円

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

事
業
勘
定
に
お
け
る
繰
越
金

減
額
と
直
営
診
療
施
設
勘
定
に

お
け
る
前
年
度
繰
越
金
確
定
等

に
よ
る
補
正
措
置

○
介
護
保
険
特
別
会
計

　

国
庫
負
担
金
等
返
還
金
な
ど

の
増
額
と
前
年
度
繰
越
金
確
定

等
に
よ
る
補
正
措
置

○
岩
代
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

一
般
会
計
繰
入
金
の
増
額
と

財
源
内
訳
変
更
等
に
よ
る
補
正

措
置

＝
そ
の
他
＝

○
東
和
統
合
小
学
校
建
設
事
業

敷
地
造
成
工
事
請
負
契
約
の
変

更
　

平
成
十
八
年
九
月
二
十
日
議

会
の
議
決
を
経
て
請
負
契
約
を

し
た
が
、
工
事
内
容
の
変
更
に

よ
り
平
成
十
九
年
八
月
二
十
三

日
請
負
者
菅
野
・
斎
藤
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体
と
工
事
請

負
変
更
の
仮
契
約
を
締
結
し
、

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約

及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に

関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き

議
決
し
た
。

○
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更

　

民
間
開
発
道
路
の
管
理
引
受

等
に
伴
う
路
線
の
認
定
及
び
変

更
に
つ
い
て
、
道
路
法
の
規
定

に
基
づ
き
議
決
し
た
。（
認
定

路
線
は
十
七
路
線
、
変
更
は
一

路
線
）

○
専
決
処
分
の
報
告

　

市
有
自
動
車
の
接
触
事
故
に

よ
る
損
害
賠
償
額
の
決
定
。

○
石
平
財
産
区
管
理
委
員
の
選

任
　

紺
野　

重
喬
さ
ん

　

氏
家　

精
一
さ
ん

　

紺
野　

岩
男
さ
ん

　

佐
久
間
誠
一
さ
ん

　

�
野
弘
一
郎
さ
ん

　

武
藤　
　

侃
さ
ん

　

五
十
嵐
文
一
さ
ん

の
七
名
を
適
任
者
と
認
め
同
意

し
ま
し
た
。

○
針
道
財
産
区
管
理
委
員
の
選

任
　

石
井　

二
郎
さ
ん

　

服
部　

征
洋
さ
ん

　

菅
野
佐
一
郎
さ
ん

　

今
井　

光
男
さ
ん

　

佐
藤　

一
男
さ
ん

　

大
内　

弘
成
さ
ん

　

遠
藤　

榮
一
さ
ん

の
七
名
を
適
任
者
と
認
め
同
意

し
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
　

武
藤　

寛
郎
さ
ん
（
郭
内
）

　

渡
邉　

泰
子
さ
ん（
矢
ノ
戸
）

を
適
任
者
と
認
め
推
薦
し
ま
し

た
。＝

議
員
提
出
議
案
＝

○
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全

化
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全

化
に
関
し
、
政
府
関
係
機
関
に

対
し
意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

○
地
方
の
道
路
整
備
財
源
の
確

保
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

　

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源

化
に
関
し
て
、
地
方
の
道
路
整

備
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、

政
府
関
係
機
関
に
対
し
、
意
見

書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

第
七
回
七
月
臨
時
会
が

七
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

市
長
提
出
議
案
二
件
で
、

慎
重
審
議
の
結
果
、
両
議

案
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

○
工
事
委
託
基
本
協
定
及

び
工
事
委
託
契
約
締
結
に

つ
い
て

　

橋
梁
整
備
事
業
菅
田
橋

架
替
工
事
に
つ
い
て
、
国

交
省
東
北
地
方
整
備
局
と

締
結
す
る
も
の
。

○
平
成
十
九
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算

　

菅
田
橋
架
替
工
事
委
託

料
を
債
務
負
担
行
為
と
し

て
追
加
す
る
も
の
。

第
七
回
七
月
臨
時
会




